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2.カリキュラムについて 

経済経営学部の皆さんへ 
わが国の経済社会を取り巻く環境は⼤きく変化してまいりました。⾼度経済成⻑期から安定成⻑に向かう

中で、⽇本の企業は教養豊かな労働⼒と終⾝雇⽤という安定した雇⽤形態に⽀えられて発展してきました。
しかしながら、近年はグローバル化、ボーダレス化の波にもまれ、企業の組織⼒よりも、個⼈の能⼒が⼤き
く評価されるようになってきております。そのような中で、今学⽣に求められているものは、幅広い教養と
真の実⼒を備えた専⾨知識です。それらを評価する基準の⼀つは資格取得です。本学では多くの資格を得ら
れるようなカリキュラムを構築しております。学習のスケジュールは⼤きく分けて、１年次・２年次の必修
科⽬を中⼼に経済・経営・情報に関する幅広い知識を修得し、２年次以降で専⾨性を追求する仕組みになっ
ております。また、１つの専⾨分野に固まらないよう、ダブルコース制を採⽤しています。 

⻑岡⼤学の教育 
毎⽇の⼤学⽣活で「充実感」、能⼒アップを実感して「達成感」、４年間を振り返って「満⾜感」、しっかり

と学べる環境がある「安⼼感」を合い⾔葉に、より良い就職や進学が出来るように、次のような特徴を持ったカ
リキュラムを⽤意しております。 

●実践で役⽴つ教育 
●資格重視の教育 
●ダブルコースによる幅広い専⾨知識の修得 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2-1 教養科⽬について 

 本学での「教養」の学びは、専⾨科⽬の学びへの導⼊であるのに加えて、⼈が社会で⽣活しさらには仕事
や⼈間関係を円滑にするために必要とされる知識や知性の修得を⽬的としています。幅広い教養を⾝に付け
ることにより、個々の専⾨的な学びを各⾃の知識として体系化する⼟台が形成されるとともに、将来社会⼈
として⽣きるための社会⼈基礎⼒の醸成にもつながります。 
 本学の教養科⽬には、キャリア、外国語、法学、社会学、ボランティア、⼈⽂系、グローバルスタディなど
様々な分野の科⽬が⽤意され、幅広いジャンルから学ぶことができます。専⾨科⽬と関連づけて応⽤⼒を⾼め
たり、現代社会を⽣きるための知識を⾝につけたりすることができます。これからの⽣涯学習社会においてよ
り有意義で豊かな⼈⽣を築いていくためにも、学問の⾯⽩さに気づく⾜がかりになってほしいと願っています。 
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・⼀般教養科⽬ ・体育科⽬ 

専⾨科⽬ 

共通専⾨科⽬ 
専⾨コース 

 経済コース 
 経営コース 
 マーケティングコース 
 会計コース 
 情報コース 
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（教養科⽬の科⽬系統図） 
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2-2 専⾨コースの紹介 

①経済コース 
 本コースは、経済の基礎知識を⼟台として地域社会や国際社会で活躍できる⼈材の育成を⽬的としていま
す。経済学の基礎知識、地域経済・⽇本経済・国際経済などの専⾨知識、⾏政関連の知識の修得を⽬指しま
す。卒業後は、本コースでの学びの成果をもとに、地元企業、グローバル企業、⾦融機関、地⽅公共団体等
で⼒を発揮してもらいたいと願っています。 

〔目指す主要な業種・分野〕企業全般／⾦融機関／国家・地⽅公務員など 

〔目指す主要な職種・部門〕総合職／総務／企画／広報／営業／販売など 

 

（経済コースの科⽬系統図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）太線の枠の科⽬は必修科⽬ 
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②経営コース 
 本コースは、企業経営やビジネスの知識を深めて、事業を成功に導く能⼒を持った⼈材の育成を⽬的とし
ています。経営学の基礎を学び、企業システム、管理論、組織論などの学びに展開していきます。卒業後は、
本コースでの学びの成果をもとに、企業組織のリーダーまたは⾃ら経営者として活躍してもらいたいと願っ
ています。 

〔目指す主要な業種・分野〕企業全般／⾃営業／起業など 
〔目指す主要な職種・部門〕経営コンサルタント／企画／広報／⼈事／営業／販売など 
 

（経営コースの科⽬系統図） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
（注）太線の枠の科⽬は必修科⽬ 
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③マーケティングコース 
 本コースは、個⼈のライフスタイルや経済活動をサポートすることができ、また企業の製品開発や販売戦
略を企画することができる⼈材の育成を⽬的としています。消費者と企業の両⽅の⽴場から商品やサービス
の開発や供給について学び、さらに、サービス提供や⽣活者の視点から福祉関連の分野も学びます。卒業後
は、本コースの学びの成果をもとに、⼩売業、卸売業、サービス業、⾦融機関、福祉関連などの分野で活躍
してもらいたいと願っています。 

〔目指す主要な業種・分野〕企業全般／⼩売・卸売業／サービス業／⾦融機関／福祉関連など 
〔目指す主要な職種・部門〕総務／企画／商品開発／広報／営業／販売／ファイナンシャル・プランナーなど 
 

（マーケティングコースの科⽬系統図） 
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④会計コース 
 本コースは、将来的に企業の事務部⾨を統括できる⼈材の育成を⽬的としています。事務会計の基本を総
合的に⾝に付けるため、経営関連の学びを深めるとともに、⽇商簿記検定関連科⽬を中⼼とした科⽬に取り
組みます。卒業後は、本コースの学びの成果をもとに、⼀般の企業組織、⾦融機関、会計事務所などで活躍
してもらえるよう願っています。 

〔目指す主要な業種・分野〕企業全般／⾦融機関／会計事務所／税理⼠事務所など 
〔目指す主要な職種・部門〕総務／経理／財務など 
 

（会計コースの科⽬系統図） 
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⑤情報コース 
 本コースは、企業における様々な場⾯（企画⽴案、営業実務、販売管理等）で必要な IT スキルを⾝に付
けた⼈材の育成を⽬的としています。ソフトウェア活⽤（Word、Excel、PowerPoint 等）の知識・スキルを
⼟台に、プログラミング、インターネット利⽤、セキュリティ技術等の学びへ展開します。卒業後は、本コ
ースでの学びの成果をもとに、⼀般企業や情報通信業などの分野で活躍してもらいたいと願っています。 

〔目指す主要な業種・分野〕企業全般／情報通信業など 
〔目指す主要な職種・部門〕システムエンジニア／情報システム管理者／Web クリエイター／ 

ネットワーク管理者など 
 

（情報コースの科⽬系統図） 
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2-3 カリキュラム表（授業科⽬） 
①教養科⽬ 
 
  

【学期】学期の後に②は週2時限、ク=クラス指定 
【科⽬】●は必修科⽬、◎は選択必修科⽬、〇は選択科⽬、網掛け印はコース推奨科⽬

1年次
コース推奨科⽬

2年次
コース推奨科⽬

3年次
コース推奨科⽬

4年次
コース推奨科⽬

⼤区分 ⼩区分 科 ⽬ 名 担当教員

配
当
年
次

学
期

必
修

選
択
必
修

選
択

講
義

演
習

実
験
・
実
習

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

①
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
姿
勢

②
職
業
⼈
と
し
て
通
⽤
す
る
能
⼒

③

専

門

的

知

識

・

技

能

を

活

用

す

る

能

力

④
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒

⑤
情
報
収
集
・
分
析
⼒

キャンパスライフ⼊⾨ ⽯川 英樹 1 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2010-0-11-001

キャリア開発Ⅰ ⽯川 英樹 1 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2010-0-11-002

キャリア開発Ⅱ−１ 広⽥ 秀樹 2 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ 2010-0-21-003

キャリア開発Ⅱ−２ ⽯川 英樹 2 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2010-0-21-004

キャリア開発Ⅲ−１ 吉川 宏之 3 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ 2010-0-31-005

キャリア開発Ⅲ−２ 吉川 宏之 3 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2010-0-31-006

⽇本事情１（留学⽣） 村越 真紀 1 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2010-0-11-007

⽇本事情２（留学⽣） 村越 真紀 1 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2010-0-11-008

現場体験プログラム 村越 真紀 2 集中 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ 2010-0-23-009

インターンシップ 村越 真紀 3 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ 2010-0-33-010

英語Ⅰ

A:ﾎﾟｰﾙ ｴﾄﾞﾜｰｽﾞ
B:広⽥ 秀樹
C:関 義夫
D:関 義夫

1 通ク 2 〇 ● ● ● ● ●

◆
◆
◆
◆

2011-0-11-011

英語Ⅱ

A:池 優⼦
B:関 義夫
C:⽻賀 ﾛｰﾘｰ
D:関 義夫

2 通ク 2 〇 ● ● ● ● ●

◆
◆
◆
◆

2011-0-21-012

英語Ⅲ

A:関 義夫
B:⽻賀 ﾛｰﾘｰ
C:池 優⼦
D:広⽥ 秀樹

3 通ク 2 〇 ● ● ● ● ●

◆
◆
◆
◆

2011-0-31-013

中国語Ⅰ A:梅⽥ 周
B:⽩ 雪晴

1 通 2 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◆
◆

2011-0-12-014

中国語Ⅱ 梅⽥ 周 2 通 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2011-0-23-015

韓国語Ⅰ
A:權 五景
B:張 貞善

1 通 2 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◆ 2011-0-12-016

韓国語Ⅱ 權 五景 2 通 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2011-0-23-017

⽇本語Ⅰ−１（留学⽣） 村越 真紀 1 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2011-0-11-018

⽇本語Ⅰ−２（留学⽣） 村越 真紀 1 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2011-0-11-019

⽇本語Ⅱ−１（留学⽣） 村越 真紀 2 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2011-0-21-020

⽇本語Ⅱ−２（留学⽣） 村越 真紀 2 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2011-0-21-021

⽇本語Ⅲ−１（留学⽣） 村越 真紀 3 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2011-0-31-022

⽇本語Ⅲ−２（留学⽣） 村越 真紀 3 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2011-0-31-023

コンピュータリテラシー１

A:村⼭ 光博
B:吉川 宏之
C:髙梨 俊彦
D:⾼島 幸成

1 前ク 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2012-0-11-024

コンピュータリテラシー２

A:村⼭ 光博
B:吉川 宏之
C:坂井 ⼀貴
D:深⾕ 慎介

1 後ク 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2012-0-11-025

ネットワークリテラシー
A:髙梨 俊彦
B:吉川 宏之
C:坂井 ⼀貴

1 後ク 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ 2012-0-11-026

プレゼンテーションソフト利⽤技術

A:髙梨 俊彦
B:坂井 ⼀貴
C:⾼島 幸成
D:深⾕ 慎介

2 前ク 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ 2012-0-21-027

データサイエンス基礎 坂井 ⼀貴 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2012-5-13-148

哲学 鈴⽊ 覚 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2013-0-13-028

社会科学のための数学 鯉江 康正 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-029

英⽂学 関 義夫 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2013-0-13-030

⽇本⽂学 丸⼭ 義昭 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-031

憲法 江部 誠⼀ 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-032

⺠法 井上 芳 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-033

商法 井上 芳 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-034

⾏政法 霜⽥ 亮 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-035

⼼理学 ⼭川 智⼦ 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-036

地域経営 栗井 英⼤ 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-037

環境と社会 樋⼝ 圭治 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-038

環境経済学 ⽯川 英樹 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2013-0-13-039

ディプロマポリシー

科⽬コード
（ナンバリン

グ）

キ
ἀ
リ
ア
科
⽬

語
学
科
⽬

情
報
科
⽬

単位数 授業形態

教
養
科
⽬

⼀
般
教
養
科
⽬



13 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ゼミナール科⽬ 

 

 

 
  

【学期】学期の後に②は週2時限、ク=クラス指定 
【科⽬】●は必修科⽬、◎は選択必修科⽬、〇は選択科⽬、網掛け印はコース推奨科⽬

1年次
コース推奨科⽬

2年次
コース推奨科⽬

3年次
コース推奨科⽬

4年次
コース推奨科⽬

⼤区分 ⼩区分 科 ⽬ 名 担当教員

配
当
年
次

学
期

必
修

選
択
必
修

選
択

講
義

演
習

実
験
・
実
習

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

①
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
姿
勢

②
職
業
⼈
と
し
て
通
⽤
す
る
能
⼒

③

専

門

的

知

識

・

技

能

を

活

用

す

る

能

力

④
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒

⑤
情
報
収
集
・
分
析
⼒

経済・経営の現場を知る１ 栗井 英⼤ 1 後 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2013-0-11-040

経済・経営の現場を知る２ ⽣島 義英 1 前 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ 2013-0-11-041

社会学 ⽶⼭ 宗久 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-042

家族社会学 ⽶⼭ 宗久 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-043

⾼齢者と社会政策 ⽶⼭ 宗久 1 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-044

ボランティア論 ⽶⼭ 宗久 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-045

ボランティア体験 ⽶⼭ 宗久 1 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-046

グローバルスタディ１ （休講） 1-4 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-53-047

グローバルスタディ２ （休講） 1-4 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-53-048

グローバルスタディ３ （休講） 1-4 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-53-049

グローバルスタディ４ （休講） 1-4 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-53-050

新潟の歴史 遠⼭ 典⼦ 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2013-0-13-051

時事問題 樋⼝ 圭治 1 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2013-0-13-052

⼤学を⾶び出して地域を知ろう

A:広⽥ 秀樹
B:⽯川 英樹
C:⽣島 義英
D:百合岡 雅博
E:深⾕ 慎介
F:⾼島 幸成

2 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2013-0-21-053

健康とスポーツ１ 桐⽣ 拓 1 前 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2014-0-13-054

健康とスポーツ２ 桐⽣ 拓 1 後 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2014-0-13-055
体
育

科
⽬

教
養
科
⽬

⼀
般
教
養
科
⽬

単位数 授業形態 ディプロマポリシー

科⽬コード
（ナンバリン

グ）

【学期】学期の後に②は週2時限、ク=クラス指定 
【科⽬】●は必修科⽬、◎は選択必修科⽬、〇は選択科⽬、網掛け印はコース推奨科⽬

1年次
コース推奨科⽬

2年次
コース推奨科⽬

3年次
コース推奨科⽬

4年次
コース推奨科⽬

⼤区分 ⼩区分 科 ⽬ 名 担当教員

配
当
年
次

学
期

必
修

選
択
必
修

選
択

講
義

演
習

実
験
・
実
習

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

①
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
姿
勢

②
職
業
⼈
と
し
て
通
⽤
す
る
能
⼒

③

専

門

的

知

識

・

技

能

を

活

用

す

る

能

力

④
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒

⑤
情
報
収
集
・
分
析
⼒

ゼミナールⅠ前 複数⼈ 1 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ 2025-0-11-056

ゼミナールⅠ後 複数⼈ 1 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ 2025-0-11-057

ゼミナールⅡ前 複数⼈ 2 前 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ 2025-0-21-058

ゼミナールⅡ後 複数⼈ 2 後 1 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ 2025-0-21-059

ゼミナールⅢ 複数⼈ 3 通 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2025-0-31-060

ゼミナールⅣ 複数⼈ 4 通 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2025-0-41-061

ゼ
ミ
ナ
ổ
ル
科
⽬

単位数 ディプロマポリシー

科⽬コード
（ナンバリン

グ）

授業形態
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③専⾨科⽬（コース共通専⾨科⽬） 

 
  

【学期】学期の後に②は週2時限、ク=クラス指定 
【科⽬】●は必修科⽬、◎は選択必修科⽬、〇は選択科⽬、網掛け印はコース推奨科⽬

1年次
コース推奨科⽬

2年次
コース推奨科⽬

3年次
コース推奨科⽬

4年次
コース推奨科⽬

⼤区分 ⼩区分 科 ⽬ 名 担当教員

配
当
年
次

学
期

必
修

選
択
必
修

選
択

講
義

演
習

実
験
・
実
習

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

①
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
姿
勢

②
職
業
⼈
と
し
て
通
⽤
す
る
能
⼒

③

専

門

的

知

識

・

技

能

を

活

用

す

る

能

力

④
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒

⑤
情
報
収
集
・
分
析
⼒

ミクロ経済学 鯉江 康正 1 前② 4 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2036-0-11-062

マクロ経済学 牧野 智⼀ 1 後② 4 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2036-0-11-063

経営学 栗井 英⼤ 1 前② 4 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2036-0-11-064

マーケティング⼊⾨ 百合岡 雅博 1 後 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2036-0-11-065

簿記⼊⾨１
A:喬 雪氷
B:和⽥ 智美

1 前ク 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2036-0-11-066

簿記⼊⾨２
A:喬 雪氷
B:和⽥ 智美

1 後ク 2 〇 ● ● ● ● ● ◆ ◆ 2036-0-11-067

都市・地域経済学 鯉江 康正 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-23-068

経済統計学１ 太⽥ 惠⼦ 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-23-069

経済統計学２ 太⽥ 惠⼦ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-23-070

起業家塾 栗井 英⼤ 2 集中 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2036-0-23-071

社会福祉概論 ⽶⼭ 宗久 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2036-0-23-072

地域活性化論 栗井 英⼤ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-23-073

初級簿記演習 喬 雪氷 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-23-074

初級販売⼠演習 百合岡 雅博 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-23-075

商品学⼊⾨ 百合岡 雅博 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-23-076

流通論⼊⾨ 丸⼭ ⼀郎 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-23-077

⽂書処理ソフト利⽤技術
A:髙梨 俊彦
B:坂井 ⼀貴
C:⾼島 幸成

2 前② 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-23-078

表計算ソフト利⽤技術
A:髙梨 俊彦
B:深⾕ 慎介
C:⾼島 幸成

2 後② 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-23-079

地域福祉論 ⽶⼭ 宗久 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 2036-0-33-080

社会調査法 （休講） 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2036-0-33-081

⽇本経済論 ⽯川 英樹 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-33-082

世界経済論 広⽥ 秀樹 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-33-083

経済史 權 五景 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-33-084

産業史 權 五景 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2036-0-33-085

ビジネス英語１ 太⽥ 惠⼦ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-33-086

ビジネス英語２ 太⽥ 惠⼦ 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2036-0-33-087

単位数

共
通
専
⾨
科
⽬

専
⾨
科
⽬

ディプロマポリシー

科⽬コード
（ナンバリン

グ）

授業形態
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④専⾨科⽬（コース推奨科⽬） 
学⽣が体系的に学ぶのを助ける意味でコースごとに推奨科⽬を設置してあります。履修をする際に参考にしてください。 

  
【学期】学期の後に②は週2時限、ク=クラス指定 
【科⽬】●は必修科⽬、◎は選択必修科⽬、〇は選択科⽬、網掛け印はコース推奨科⽬

1年次
コース推奨科⽬

2年次
コース推奨科⽬

3年次
コース推奨科⽬

4年次
コース推奨科⽬

⼤区分 ⼩区分 科 ⽬ 名 担当教員

配
当
年
次

学
期

必
修

選
択
必
修

選
択

講
義

演
習

実
験
・
実
習

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

①
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
姿
勢

②
職
業
⼈
と
し
て
通
⽤
す
る
能
⼒

③

専

門

的

知

識

・

技

能

を

活

用

す

る

能

力

④
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒

⑤
情
報
収
集
・
分
析
⼒

ミクロ経済学演習 牧野 智⼀ 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-1-23-088

マクロ経済学演習 ⽯川 英樹 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-1-23-089

国際経済学 広⽥ 秀樹 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-1-23-090

財政学 牧野 智⼀ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-1-23-091

労働経済学 ⽯川 英樹 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-1-23-092

⾦融論 牧野 智⼀ 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-1-23-093

地域経済論 鯉江 康正 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-1-33-094

地域分析 鯉江 康正 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-1-33-095

経済政策 太⽥ 惠⼦ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-1-33-096

計量経済学 太⽥ 惠⼦ 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-1-33-097

地⽅⾏政 牧野 智⼀ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-1-33-098

地域産業政策 牧野 智⼀ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ ◆ 2037-1-33-099

経営組織論 ⽣島 義英 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-23-100

経営管理論 丸⼭ ⼀郎 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-23-101

企業論 ⽣島 義英 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-2-23-102

経営課題 ⽣島 義英 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-23-103

経営学演習 ⽣島 義英 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-2-23-104

企業経営研究 栗井 英⼤ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-23-105

中⼩企業論 權 五景 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-33-106

⼈的資源管理 ⽣島 義英 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-33-107

組織⾏動論 丸⼭ ⼀郎 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-23-108

経営分析 喬 雪氷 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-2-33-109

販売戦略 丸⼭ ⼀郎 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-33-110

財務戦略 栗井 英⼤ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-2-33-111

中級簿記演習 喬 雪氷 1-4 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-53-112

商業簿記１ 中村 ⼤輔 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-23-113

商業簿記２ 中村 ⼤輔 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-23-114

⼯業簿記１ 中村 ⼤輔 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-23-115

⼯業簿記２ 中村 ⼤輔 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-23-116

会計学１ 中村 ⼤輔 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-23-117

会計学２ 中村 ⼤輔 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-23-118

原価計算１ 中村 ⼤輔 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-33-119

原価計算２ 中村 ⼤輔 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-33-120

財務会計１ 喬 雪氷 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-33-121

財務会計２ 喬 雪氷 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-33-122

管理会計 喬 雪氷 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-3-33-123

マーケティング１ 百合岡 雅博 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-23-124

中級販売⼠演習 丸⼭ ⼀郎 1-4 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-53-125

ロジスティクス 丸⼭ ⼀郎 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-23-126

販売管理 丸⼭ ⼀郎 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-23-127

商品学 百合岡 雅博 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-23-128

流通論 丸⼭ ⼀郎 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-33-129

マーケティング２ 百合岡 雅博 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-33-130

住環境福祉論１ ⽶⼭ 宗久 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-23-131

住環境福祉論２ ⽶⼭ 宗久 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-4-23-132

暮らしとお⾦１ ⼭川 智⼦ 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-4-23-133

暮らしとお⾦２ ⼭川 智⼦ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-4-23-134

消費者問題 ⾚塚 浩⼀ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ ◆ 2037-4-33-135

インターネット概論 坂井 ⼀貴 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-23-136

コンピュータネットワーク１ ⼭川 智⼦ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-5-23-137

コンピュータネットワーク２ ⼭川 智⼦ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-5-33-138

情報システムの基礎１ ⼭川 智⼦ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-5-23-139

情報システムの基礎２ ⼭川 智⼦ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-5-33-140

情報処理の基礎１ ⾚塚 浩⼀ 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-23-141

情報処理の基礎２ ⾚塚 浩⼀ 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-33-142

情報セキュリティ概論 吉川 宏之 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-23-143

情報ビジュアルデザイン 髙梨 俊彦 3 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 2037-5-33-144

プログラミング⼊⾨ 村⼭ 光博 2 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-23-145

プログラミング基礎 坂井 ⼀貴 2 後 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-23-146

プログラミング応⽤ 吉川 宏之 3 前 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ ◆ 2037-5-33-147

単位数 授業形態 ディプロマポリシー

科⽬コード
（ナンバリン

グ）

専
⾨
科
⽬

経
済
コ
ổ
ス

経
営
コ
ổ
ス

会
計
コ
ổ
ス

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ
コ
ổ
ス

情
報
コ
ổ
ス
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⑤対策講座科⽬ 
対策講座は単位はつきませんが、上級資格取得を⽬指すことができるため積極的に受講するようにしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2-4 科⽬コード（ナンバリング）について【学籍番号20K−23K】 

授業科⽬に適切な番号を付して分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を⽰す仕組み
です。番号付与の原則等は次の通りになります。 
 

 
 

  

【学期】学期の後に②は週2時限、ク=クラス指定 
【科⽬】●は必修科⽬、◎は選択必修科⽬、〇は選択科⽬、網掛け印はコース推奨科⽬

1年次
コース推奨科⽬

2年次
コース推奨科⽬

3年次
コース推奨科⽬

4年次
コース推奨科⽬

⼤区分 ⼩区分 科 ⽬ 名 担当教員

配
当
年
次

学
期

必
修

選
択
必
修

選
択

講
義

演
習

実
験
・
実
習

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

経
済

経
営

会
計

マ
ổ
ケ
テ
ỻ
ン
グ

情
報

①
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
姿
勢

②
職
業
⼈
と
し
て
通
⽤
す
る
能
⼒

③

専

門

的

知

識

・

技

能

を

活

用

す

る

能

力

④
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
能
⼒

⑤
情
報
収
集
・
分
析
⼒

公務員試験対策講座１ ⼭川 智⼦ 1-4 後 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

公務員試験対策講座２ ⼭川 智⼦ 1-4 後 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

TOEIC対策講座 ⽻賀 ﾛｰﾘｰ 1-4 通 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

実⽤英語検定対策講座１ 太⽥ 恵⼦ 1-4 前 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

実⽤英語検定対策講座２ 太⽥ 恵⼦ 1-4 後 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

対
策
講
座
科
⽬

単
位
無
し

単位数 授業形態 ディプロマポリシー

科⽬コード
（ナンバリン

グ）
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2-5 進級・卒業要件 

学 位 

学⽣が課程を修了すると、次の学位を授与します。 
学⼠（経済経営学） 
修業年限は、４年間です。但し、最⻑８年間まで在学できます。休学期間は在学期間に算⼊しません。 
＊編⼊学、転⼊学、再⼊学の学⽣の在学期間は学則第15条参照。 

 
進 級 

２年次から３年次に進級するには、ゼミナールⅠ前・Ⅰ後及び、ゼミナールⅡ前・Ⅱ後を含め50単位以上が必
要です。この条件を満たさなかったとしても教育上特に必要がある場合は、教授会の議を経て学⻑が判断し、ゼ
ミナールⅠ前、ゼミナールⅠ後を含め46単位以上の修得者に限り、仮進級とすることがあります。 

１年次から２年次、３年次から４年次への進級条件はありません。 
 
卒 業 

卒業要件【学籍番号20K−23K】 
必要な単位は次の通りです。修業年限内に修得してください。 
＊必修科⽬、選択必修科⽬は「履修ガイド」「2.履修カリキュラムについて」→「2-3 カリキュラム表（授業

科⽬）」で確認してください。 

教養科⽬ 
必修科⽬（選択必修科⽬を含む）25 単位 
選択科⽬ 11 単位以上の合計 36 単位以上 

36 単位 

ゼミナール科⽬ 全て必修科⽬ 8 単位 8 単位 

専⾨科⽬ 

必修科⽬ 18 単位 
選択科⽬ 62 単位以上 
但し４年次に専⾨選択科⽬から 6 単位以上修得のこと 
（※資格取得による単位認定及び単位互換による単位
認定は含まない）。 

80 単位 

合 計 124 単位以上 

 

  


